
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 学校全体の体力テストの現状と課題とし

て、以下のことが挙げられる。 

・50ｍ走と 20ｍシャトルランの結果が市平

均を上回っている。 

・反復横跳びや立ち幅跳びの結果が市平均を

下回っている。 

・練習や体力テスト中の様子から、体の使い

方が悪いため、コーディネーショントレー

ニングなどの体の動かし方が学べる運動を

取り入れる必要があることが分かった。 

・来年度は、授業の始めにコーディネーショ

ントレーニングと瞬発力が高まる運動を全

校での取組として導入したい。 

・井上小学校では領域別のウォームアップメ

ニューを取り入れている。しかし、まだト

レーニングメニューが少なかったり、教員

に周知ができていなかったりすることがあ

る。そのため、メニューの数を増やし、教

員全体で共有できる場を設けていきたい。 

 これまでは、どんな領域でも同じ体操とス

トレッチを行っていた。しかし、領域や種目

によって身に付けたい運動能力は違うため、

それらを毎回のウォーミングアップで補え

るようメニューを工夫し、どの学年でも実践

できるように整えている。 

・１０月に運動委員会から運動会に向けて、

体力づくりのために外で様々な遊びをし

ようという企画を行った。 

・１月から持久走記録会に向けての取り組み

として、「ランランタイム」を設け、全校

児童参加で 6 分間走を行い、体力向上に努

める予定である。また今年度から、走るの

が苦手な子への配慮として、５分間走の部

を設けた。 

・２月には、運動委員会から全校遊びとして、

なわとび大会を設定して取り組む予定で

ある。種目は、大繩跳びでの八の字跳びを

計画している。また、縦割りで練習と本番

に取り組み、１・２年生でも跳べるように

配慮する予定である。 

 体力テストの結果から持久力と柔軟性が市

平均を上回っていることが分かった。理由と

して、体育科の授業の導入に準備運動の一環

としてストレッチを行っていることが考えら

れる。持久力向上については、持久走記録会

の実施とその練習で６分間走を行っているこ

とが挙げられる。今後も井上小学校の良いと

ころとして継続していきたい。課題として、

体の効率的な使い方を知らない児童が多いこ

とが挙げられる。コーディネーショントレー

ニングを導入し、体の使い方を学ぶ機会とし

たい。 

 課題改善に向け、まずは教員への周知をし

たり、学年の体育担当者に授業でコーディネ

ーショントレーニングを導入することを依頼

したりするなどを取り組みたい。 

【準備運動のメニュー】 

【昨年度ランランタイムに取り組む様子】 


